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京
都
哲
學
會
規
約

一、

z
會
は
譲
義
に
お
け
る
暫
墨
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
國
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

．
一
、
右
の
罠
的
の
た
め
に
次
の
箏
業
を
行
う

　
e
　
毎
月
一
圃
研
究
曾
を
闘
く

　
¢
⇒
　
周
年
公
闘
欝
演
會
を
翻
く

　
㈲
　
毎
月
一
團
「
哲
綴
砺
究
」
を
襲
行
ず
る

一
、
本
塩
の
聯
業
を
淫
行
す
る
た
め
に
委
員
若
午
名
を
お
く
、

　
委
員
は
京
都
大
醗
哲
靱
科
教
官
及
び
委
員
愈
に
お
い
て
推
薦

　
し
た
者
に
委
懸
す
る

一
、
本
日
は
魯
員
組
織
と
し
、
魯
員
に
は
資
絡
の
制
限
を
設
け

　
な
い
、
雌
校
。
圓
欝
鰐
・
其
他
の
團
鰹
は
醐
雌
の
名
を
以
て

　
入
會
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
曾
員
は
會
饗
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
照
、
又
は
年
年
六
一

　
〇
圓
を
蘭
納
す
る

一、

�
�
ﾍ
會
誌
の
醗
布
を
受
け
、
會
誌
に
豫
告
す
る
講
種
の

　
行
難
に
鶴
庵
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
曾
は
寧
諮
所
を
京
都
大
雛
丈
墨
都
内
に
お
く

一
、
准
魯
規
約
の
改
蕉
攣
更
は
委
員
會
の
決
議
に
よ
る
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　學
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哲
墨
研
究
　
錦
四
百
五
十
二
號

て
、
『
賓
性
論
』
（
梵
緯
圏
麟
◎
塁
貞
3
鎚
意
口
調
鋤
）
を
引
く
が
、
之
は
か
な

り
大
き
な
飛
躍
で
あ
る
。
如
來
賊
思
想
は
二
四
二
頁
に
も
図
れ
ら
れ
て
る

る
が
、
何
れ
の
場
合
も
、
先
の
三
身
論
と
岡
様
に
、
之
が
中
観
の
思
想
で

あ
る
と
の
保
離
は
何
年
に
も
な
い
。
た
ゴ
オ
バ
ー
ミ
ラ
！
に
よ
っ
て
傳
へ

ら
れ
た
西
藏
の
傳
承
が
、
『
蟹
盤
論
』
を
中
観
プ
ラ
！
サ
ン
ギ
カ
派
の
論

書
と
な
す
の
み
で
あ
る
。
佛
性
・
娼
來
藏
の
思
想
が
申
國
の
佛
敏
で
し
き

り
に
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
漢
課
の
歴

史
か
ら
い
っ
て
も
、
龍
樹
を
へ
だ
た
る
か
な
り
後
世
の
も
の
で
あ
り
、
か

っ
三
三
唯
識
暴
滋
に
親
し
い
も
の
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
著
港
は

こ
れ
ら
の
諸
麺
の
佛
数
思
想
の
系
統
を
扱
ふ
に
當
っ
て
、
か
な
り
手
當
り

次
第
の
研
が
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
西
藏
の
傳
承
が
右
の
如
く
述
ぶ

る
こ
と
は
、
『
費
性
論
』
が
西
藏
で
は
彌
勒
の
作
と
せ
ら
れ
、
か
つ
そ
の

五
三
の
最
後
に
撃
げ
ら
れ
る
所
か
ら
、
之
が
窮
極
的
立
場
を
承
す
も
の
と

解
せ
ら
れ
、
一
っ
て
宗
喀
邑
等
が
信
奉
す
る
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
の
立
場
に

一
致
す
る
と
せ
ら
れ
た
こ
と
に
依
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
誤
嫉
は
特
に
脚
註
に
於
い
て
か
な
り
眼
に
つ
く
。
例
へ
ば
、
℃
・
窪
昌
．

b。

h
。
・
9
難
。
冨
討
ヨ
夢
。
ヨ
畠
昌
は
。
ざ
B
夢
◎
冨
紛
筥
跨
で
あ
ら
う
。
八

五
、
九
一
頁
等
で
は
、
榔
註
の
番
號
が
混
維
し
て
み
る
。
O
．
回
O
料
戸
押

鯉
ω
“
も
・
p
詠
ぐ
凱
冨
ヨ
響
簿
鐸
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
以
上
の
如
き
敏
陥
或
ひ
は
筆
着
と
意
見
を
異
に
す
る
も
の
は
な
ほ
多
々

あ
る
が
、
そ
れ
に
も
鉤
は
ら
ず
本
書
の
樹
立
し
た
功
績
は
漫
す
べ
か
ら
ざ

る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
箭
に
も
述
べ
た
如
く
、
現
存
す
る
梵
文
に
從
っ

て
佛
数
の
根
幹
的
な
懇
想
を
追
及
し
、
之
を
旧
く
印
度
の
諸
思
想
の
聞
に

位
置
づ
け
て
そ
の
特
色
を
際
立
た
し
め
、
か
つ
酉
殴
の
哲
羅
思
想
と
も
罫

八
題

決
せ
し
め
て
現
代
へ
の
意
義
を
見
ん
ど
し
た
こ
と
で
あ
る
。
著
春
の
意
圏

も
ま
た
こ
㌧
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
し
、
そ
の
意
隣
は
十
分
成
功
せ
る
も

の
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
た
ゴ
佛
数
全
般
よ
り
す
る
位
置
づ
け
の
不
足
を

感
ず
る
の
は
、
筆
者
の
騰
を
得
て
蜀
を
望
む
意
よ
り
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
薯
　
京
都
大
面
文
學
部
〔
単
数
畢
〕
教
授
）

次螢重事

京
都
誓
墨
強
襲
會
四
十
周
年
記
念
號

心
理
テ
ス
ト
に
つ
い
て
：
…
…
：
…
：
矢
田
部
遽
郎

鰍
米
暫
藥
界
の
印
象
…
…
…
…
…
…
山
尚
　
坂
　
正
　
顯

ギ
リ
シ
ア
人
と
歴
史
（
承
前
）
：
…
・
田
中
奨
知
太
郎

フ
ィ
ヒ
テ
に
於
け
る
霞
我
…
…
…
…
大
　
　
蝦

草
翻
二
時
…
…
…
：
：
…
…
・
・
植
田
認
藏

轡
評
　
大
島
雪
空
「
實
存
倫
理
の
歴
史
的
境
位
」
…
梅
　
　
原

彙
　
報

断
鰹
外
麟
雑
誌
所
載
論
文
一
萱
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誓
墨
研
究
第
四
百
五
＋
二
號

　
　
　
　
　
爵
8
臨
Φ
鳥
葭
U
睾
。
露
箔
凱
Φ
．

　　

@
ω
。
ぎ
穿
藷
》
日
鯛
．
“
寄
謬
…
ω
。
冨
6
d
の
幕
目
ざ
薦
魯
・
・
｝
8
。
譲
ぎ
．

　
　
　
　
　
夢
8
鱒
鎌
興
C
。
ヨ
。
ご
鋤
瓢
①
．

　　

@
ω
3
旨
奮
が
○
●
”
ぎ
謹
。
。
。
ず
・
ω
鼠
◎
9
剛
①
ロ
鼠
U
窪
。
犀
目
銭
Φ
霞
，

　　

@　

@
。
。
。
ピ
贔
ω
凶
。
謬
器
認
三
番
㊦
困
旦
謬
畠
象
ω
。
三
二
冨
陣
⇒
u
塁
、

　
　
　
　
　
警
鐵
磐
岱
農
伽
伽
窪
く
窪
㊦
冒
一
α
q
陣
魯
ω
欝
跨
①
鼻

　　

@
ω
δ
蓉
Φ
韓
が
u
●
”
b
ご
舞
①
降
・
二
二
蓼
①
轟
轟
○
Φ
α
q
Φ
藁
曽
譜
象
段

　
　
　
　
　
勺
。
一
即
昏
砕

　　

@
ζ
監
ω
ぎ
F
ω
∴
N
§
ご
つ
馨
一
ゑ
彰
黒
蜜
σ
・
霧
馨
阜
α
①
ξ
。
麟
，

　
　
　
　
　
留
畠
曾
ω
o
鳳
9
£
卿
㊦
．

　
　
回
H
・
ω
嵩
N
圃
亀
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亀

　　

@
§
塁
ψ
冨
捧
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ω
∴
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。
弩
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ω
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8
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ω
。
臥
、
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σ
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白
　
・
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》
ロ
。
。
匹
ぐ
。
ヨ
冨
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匹
。
民
男
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冴
畠
§
α
q
．

　　

@
謬
藁
斜
客
。
巳
℃
巴
暑
琶
9
口
∴
田
蓋
・
く
。
暑
。
げ
・
藷
。
び
。

　
　
　
　
　
嘗
。
。
①
鐘
導
勺
8
幕
ヨ
α
窪
く
。
民
駒
・
帥
三
寿
魑
墜
曹
謎
煽
巳
蒙
①
H
、

　
　
　
　
　
讐
。
§
団
。
郎
く
窪
緊
。
ヨ
ヨ
§
斧
9
紳
凶
。
器
戸

　
　
同
く
●
8
亀
”
に
滞
鑓
9
皆
2
一
〇
窪
①
三
二
臣
路
塁
獣
8
雪
．

　　

@
露
a
霧
β
》
の
”
O
碧
建
鴇
卿
。
。
。
窪
く
。
騨
畠
曽
罫
響
・
Z
⑦
煽
§

　
　
　
　
　
窪
讐
ω
警
①
葺
飯
讐
蚤
節
碧
一
ω
警
①
喝
。
話
畠
弓
α
q
魯
・

≧
≦
麟
宥
O
》
冥
ω
O
O
H
O
い
O
Q
8
≧
U
菊
瞬
5
勝
≦
”
＜
。
ピ
b
。
μ
1
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?
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g
O
圏
∴
9
。
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。
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．

b
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G
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①
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国
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昌
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ω
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竃
巴
巨
↓
。
鼠
g
ω
磐
伽

　
　
　
ズ
コ
ヨ
げ
9
鍵
山
ω
露
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脇
O
ず
鵠
爵
⑦
5
・

切
。
蓄
毒
β
ρ
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鐸
u
酵
φ
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．
”
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↓
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。
p
冨
↓
7
8
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鼠
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ヨ
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窪
冠
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巴
ω
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幻
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舅
b
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閃
．
艶
猛
護
ぎ
営
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∴
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芸
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↓
。
、

　
　
　
ぞ
鋤
興
野
①
欝
糞
ξ
●
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鼠
。
・
”
菊
．
日
”
》
ξ
零
ご
墜
。
｛
ぼ
。
毒
ω
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
〔
鯵
畷
繋
竈
β
識
鴛
冒

次號論丈豫
．
曝

時
間
の
「
方
向
篇
…
・
…
…
：
…
マ
ッ
ク
ス
．
ブ
ラ
ッ
ク

講
藥
圏
の
肚
會
的
性
格
…
…
…
池
　
　
田
　
　
義
　
　
鮪

西
洋
箪
と
雪
曇
（
完
）
－
諺
磐
雰
列
齢

　
　
　
　
～
一
つ
の
比
較
的
研
究
i

　
　
　
　
米
脳
の
哲
鍛
と
誓
叩
石
育
…
…
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
P
・
ハ
リ
ス

　
　
　
　
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
数
授
の
講
義
を
き
い
て
…
森
鴇
良
紀

｝

巳

β



會

告

一
、
本
舗
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
賛
格
の
側
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
愈
希
塾
の
方
は
粟
京
都
干
代
磁
運
聯
憩
駿
河
猛
爆

　
ノ
凶
弘
丈
盤
内
京
都
哲
難
會
係
宛
に
親
定
の
禽
饗
年
（
一
、

　
瓢
二
〇
闘
剛
又
は
牛
年
穴
一
〇
圓
）
　
を
お
彿
込
下
さ
い

「
振
替
口
座
東
京
五
三
九
〇
九
　
鉱
丈
堂
」

一
、
會
饗
切
れ
の
揚
食
は
封
筒
に
「
薗
金
切
し
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
葱
ち
に
お
錦
込
下
き
い
、
｝
年
分
（
又
は
閏
年
分
）

魯
費
は
隠
沼
と
し
て
本
誌
十
瓢
癬
（
又
は
六
勝
）
の
逸
附
溌

　
を
以
て
薗
金
切
れ
と
し
、
會
蟹
の
鱒
更
其
他
の
事
箭
に
よ
る

　
過
不
足
は
一
年
（
叉
は
雫
年
毎
）
に
精
算
し
ま
す
。

一
、
會
員
の
韓
居
入
退
會
等
（
編
集
癖
務
以
外
の
一
切
）
の
寮

務
は
弘
丈
嚢
内
京
都
暫
醗
會
係
へ
御
通
知
下
き
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
呈
す
る
通
信
・
百
韻
轡
●
寄
贈
難
誌
馨
は

本
會
宛
に
御
途
り
下
さ
いあ駅

京京都
都都

大m哲
學冊

子學
郵吉

細會

昭
和
三
十
二
年
鰯
月
十
五
臼

昭
和
三
十
ご
年
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